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松山支部×地域共生委員会　３月合同例会

　大坂さんは今から４年半前、松山第１地区会の幹事さん
でした。ご自身が経営していた飲食店の閉店や突然患った
ご病気の治療の為しばらくお休みしていましたが、この度、
第１地区会会員さんとして復帰されることになりました。
　健康には日ごろから気を付けていた大坂さん。突然
の体調不良に戸惑い、苦悩の中、治療の日々を送られ
ていました。そんな中、心の支えとなったのが同友会

松山支部第１地区会会員紹介：㈱ FEA 松山支店　大坂 忍さん
の仲間の存在で、いずれは復帰したいなと思える家族
のような存在だと仰います。
　病気の治療も順調に進んでいたある日。二幸送風機
の山口さんと食事をしていた時、同友会の増員の話題
になりました。自身の経験から大坂さんは、次第に同
友会の為に恩返しをしたい、今の会員さんのお役に立
てるお手伝いがしたいと思い始めます。
　現在お勤めの株式会社 FEA は保険の総合商社、お仕
事の自由が利くことと山口さんの言葉に後押しされま
した。「また一緒に会員さんの所に行ってみよう！」
　夢はみんながいつでも気軽に集える場所を作ること。
半端ない同友会愛を引っ提げて大坂さん無事ご帰還です。

「おかえりなさい！大坂さん！」
寄稿：高岡 直矢さん

（㈲ダスキンタカモリ / 松山支部第１地区会）
右列の一番奥が大坂さん

誰もが活躍できる企業づくり
～ 人を生かす経営の総合実践 ～

　中村こずえ氏が報告した例
会では、障がい者雇用に力を
入れる理由や、障がい者が活
躍できる環境づくりの方法な
どが話題となりましたが、中
村氏が最も強調したのは、「何
よりも大切なことは、障がい
ではなく、人はみんな多様性
がある」ということでした。

　中村氏は、職場には性別や障がいの有無、国籍の違い
など多様な人材がいることが当たり前であり、その多様
性を認め、それを活かすことが大切だと説きました。ま

た、障がい者が
持つ能力や可能
性を見出し、そ
れに合った働き方や環境づくりをすることが、障がい者
の活躍に繋がると述べました。
　参加者からも、「多様性を尊重することが、障がい者
雇用に限らず、企業経営においても重要なことだと改
めて気づかされた」との声がありました。中村氏のメッ
セージは、社会全体に向けても、多様性を認め、それ
を生かすことの重要性を訴えるものとなりました。

寄稿：今岡 健一さん
（（同）会社発達の木／地域共生委員会）

◆ 報告者：中村 こずえ 氏
㈲エス・ケイ・フーズ 取締役／長崎同友会代表理事

◆ 日　時：３月 14 日（火）18：30 ～ 21：000 分
◆ 会　場：ジョー・プラ３Ｆフリースペース
◆ 参加者：53 名

報告者の中村こずえさん

熱い報告でした

奥でマイクを握るのが中村さん グループ討論も盛り上がりました
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　2022 年 10 月に松山支部第２地区会に入会された㈱
大谷総建 代表取締役 大谷和久（おおたにかずひさ）さ
んと桑波田健さん（岡田印刷㈱）を交えてお話しをお聞
きする機会をいただきました。
　設立年は 2020 年９月で、主な業務内容は住宅リ
フォーム・リノベーション、ハウスコーティング事業、
遮熱シート事業、石材クリーニング、大工造作工事、
外壁・屋根塗装、防水工事など多岐にわたります。お
そうじ本舗事業のフランチャイズをきっかけに、今の
事業を創業されました。

　経営指針成文化セミナーを受講したくて入会された
そうです。
　昔はやんちゃだったと話す大谷さん。夢は、その頃
苦労をかけた母親を喜ばせたい、よくやったと言って
もらいたい、と話してくれる様子から大谷さんの誠実
さが窺えました。広島県福山市のご出身で、小学校の頃、
松山へ来られました。趣味はスノーボードです。
　今後もさらにめざましい活動をされることをお祈り
します。

寄稿：津田 雅士さん
（㈱ SANPUKU フューチャー／松山支部第２地区会）

左から津田さん、大谷さん、桑波田さん

松山支部第２地区会会員紹介：㈱大谷総建  大谷 和久さん

　３月に入会して頂いたばかりの大枝篤志さん。
　公式 LINE の構築と運用サポート、インスタグラム
の運用サポートを専門に行う会社です。主に実店舗や
個人事業主様の公式 LINE アカウントの設計・構築・
運用・分析に関するサポートを提供されています。
　もともとマーケティングがお好きで研究しておられ、
この知識が人の役に立つことが分かり起業されました。
　売らずに売る仕組みを作っていくのがマーケティン

グの定義。大枝さんの強みは SNS パーソナルトレー
ナーの社名の通り、経営者様に寄り添い、SNS の運用
を一緒に歩んでいくこと。顧客獲得だけじゃなく、人
手不足の解決にも SNS が活用できるとおっしゃってい
ました。
　大枝さんのお人柄も分かる動画となっています。是
非ご覧ください。

寄稿：野上 徳子さん
（セルフインテグレーション／松山支部第３地区会）

※こちらから動画をご覧いただけます。
https://youtu.be/gJXoUjtwYiw

左から、鎌田大輔さん、野上さん、大枝さん、小川照美さん

松山支部第３地区会会員紹介：SNS パーソナルトレーナー　大枝 篤志さん
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四国中央支部３月ハイブリッド例会
自社のビジョン達成と地域貢献のつながり

～ 約２千人の集客を実現した村松マルシェ ～

　ではなぜ大村さんは「強い思いを持ち続けられるのか？」
それは経営理念とビジョンを作ることで「自分の思いを
はっきりさせていたから」ではないでしょうか。「始まりは
指針塾で経営指針を作ったことでした」と大村さんは話さ
れていました。
　大村さんがなさった事を私なりに分析しました。結論と
して出てきたのは「経営理念、ビジョンは経営者の思いに
形を与えたものである」という事。
　何かをやりたい気持ちがあったとしても頭の中だけでぐ
るぐる回っているだけでは何もできません。その状態では人
に伝えることはおろか、自分でも何をやりたいのかわかりま
せん。そのため思考を整理し、文字に書き出すことによって

「自分の思い」に形を与える。それが理念、ビジョンである。
　その際、自分の内面をとことん掘り下げ、まず自分自身
が本当に納得できる内容になるまで精度を高める。そこま
でやれると日々に忙殺され忘れることも無い。周囲に語る
時も、本気でそれを実現したいと思っているからこそ説得
力のある言葉になる。何か腑に落ちたような気がします。
　大村さんありがとうございました。

寄稿：有岡 修平さん（三有研器㈱／四国中央支部）

会場の様子

◆ 報告者：大村 英幸 氏
㈱パレット 代表取締役／愛媛同友会四国中央支部幹事

◆ 日　時：３月 16 日（木）18：30 ～ 21：000 分
◆ 会　場：ホテルグランフォーレ・Zoom ミーティング
◆ 参加者：26 名

　 昨 年 の 10 月
に四国中央市村
松町において「村
松マルシェ」が
開催されました。
そのイベントは
2000 人 を 超 え
る集客を達成し
ました。その主
催者がパレット

の大村さんです。この例会ではマルシェ開催にあたってのご苦
労や自社ビジョンとの関連性についてお話し頂きました。
　今回の村松マルシェの成功は旗振り役である大村さんの

「強い思い」があったからこそ成しえたと考えます。大村
さんの思いと行動が周囲を巻き込んで大きな力となりまし
た。パレットの社員の石川さんも巻き込まれたひとりでし
た。石川さんはおっしゃっていました。「社長はビジョンや
思いをたくさん話してくれました。会社なのにマルシェを
やるなんて面白い。ワクワクする」。
　しかし「強い思いを持ち続ける」という事は簡単なこと
ではないと思います。計画を進めていくと途中で必ず壁が
でてきます。今回のマルシェ開催においても、コロナや道
路の使用許可など沢山の壁があったそうです。壁に直面す
ると持っていた「思い」が小さくなったり、日常の中で忘
れてしまったりで計画が止まる事はよくあります。

左から座長の有岡さん、パレットの石川さん、大村さん

　今回は四国中央市にある運送会社トーヨー・ロジテック
㈱をご紹介したいと思います。
　仕事の内容ですが、輸送、仕分、保管などの高品質な物
流サービスを行っております。お客様のニーズにお応え
するためにトラックの種類も豊富で 100 台保有し、全国
どこにでも走り回ります。特に安全・環境・品質へのこだ

四国中央支部会員紹介：トーヨー・ロジテック㈱
わりは強く「安全性優良事業所認定」「グリーン経営認証
取得」「ISO9001認証取得」などに取り組み、「健康経営」
と「働きやすい職場認証制度」にも取り組んでいます。品
質向上のために常に PDCA を回すことにより改善活動を
全社員で行っております。現在、四国中央市土居町に倉庫
も増設しております。
　私もトーヨー・ロジテックさんの社用車のメンテナンス
を任されており、社員さんとお話しする機会もありますが、
非常に皆さん明るく優しい方がたくさんいらっしゃいま
す。倉庫・運送関係はトーヨー・ロジテックさんにお任せ
ですね。� 寄稿：菅 好裕さん

（ネッツトヨタ瀬戸内㈱めんどり店／四国中央支部）

トラックは 100 台保有されているそうです 今回お話を伺った前田さん
※�会員は、トーヨー・ロジテック㈱代表取締役 西岡斉さんですが、今回の
取材は、同社の前田英明部長が対応してくださいました。
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　人の運命は当人
すらも知ることが出
来ない。ましてや周
囲で取り囲む人々に
は予測すらできな
い。昨年１月、私達
は㈱ナカフードサー
ビス、前代表取締役 
中周作さんと突然の

別れを余儀なくされました。あれから１年。中周作さんの実
の弟であり、現代表取締役である中篤史さんにご自身の葛藤
と苦悩の１年間をありのままにご報告頂きました。
　通常では考えられない状況での事業承継に直面し、何をし
ていいのかわからず迷走からのスタートでしたが、家族や社
員さん、そして同友会の会員さんに助けられて今がある！と
多くの方々に感謝を述べる報告内容だったと思います。
　この１年間は引き継いだからと何か特別なことをしたの
ではなく、簡単に言うと整理する１年間だったと時系列的に
もお話を頂きました。また、兄とは違った道を歩んできた自
分自身が同じ経営者という立場になって初めて見えた経営者
の覚悟。報告当日の篤史さんは１年前からは想像もできない
くらい確固たる決意を持った眼差しでありました。自分自身

今治支部３月リアル例会
葛藤と苦悩の１年…立ち止まらない経営者の覚悟

～ 兄から弟へ！突然の事業承継 ～
◆ 報告者：中 篤史 氏

㈱ナカフードサービス 代表取締役／愛媛同友会 松山支部第２地区会幹事
◆ 日　時：３月 22 日（水）18：30 ～ 21：000 分
◆ 会　場：今治地域地場産業振興センター
◆ 参加者：55 名

座長の渡部さんと中さん（右）
の今の思いを一番伝えたいのは社員さんです！と打ち合わせ
の時から仰っていました。当日は 11 名の社員さんにご参加
いただき、感謝の気持ちを伝える場にもなりました。
　今後は兄から引き継いだ、人との繋がりという大きな財
産を無駄にすることのないように同友会にも積極的に参加
して、良い会社・良い経営者になるため学んで実践してい
きたいと意気込みを語ってくれました。
　事業承継をテーマに組み立てた３月例会でありましたが、
実際の報告内容には大切なテーマが沢山ちりばめられてい
たように思います。１度しかない記念すべきデビュー報告
の中から、報告者と座長も含め参加された皆様が多くの学
びを持ち帰り実践に繋がることを期待します。

P.S.　かけがえのない友よ、安らかに

寄稿：渡部 伸哉さん（㈲三和興産／今治支部）

全支部から参加があり、50 名以上が集まりました

　本日は、今治で愛されて 50 年♪仕出しお弁当「かしまや」
さんにお伺いしました。昭和 46 年創業、今治の学生や働く
人たちのお腹と心を満たし続け、故郷の味と言われている「か
しまやのから揚げ」は絶品です（かしまやオンラインショッ
プでは、カリッと美味しい！骨付きから揚げ♪も購入できま
す。一度、取り寄せてみて下さい。味は保証しますよ♪）。

今治支部会員の経営指針：かしまや 河上 顕一さん
　現代表の河上顕一さんは、平成８年、先代のお母さまより
事業承継を受け、お２人の妹さんとともに、『子どもの頃に食
べたお母さんの味』を今治市のみなさんに届け続けています。
　そんななか、昨今のエネルギー価格高騰や物価高、また、卵
や鮭などの食材確保の難しさ、そして同業他社の台頭など、かし
まやさんを取り巻く外部環境も急激に大きく変化しているようで
す。話し合いの中では、強みのから揚げを前面に押し出し、から
揚げ屋さんをやってみてはどうか？付加価値の向上を図り大幅に
価格改定をしてはどうか？など幾つかのアイデアが出ましたが、
やはり最後には、理念やビジョンに合っているか？戦略・計画な
どの方法の前に、そこが必要だよね！という話になりました。
　河上さんが、「妹たちが手伝ってくれるようになって、３
人で話し合うことが多くなった。とても助かっている」とい
う話をしていたのが印象的でした。今後もさらに、３人で話
し合い協力し合いながら、「かしまや」の目指すものは何か？
どう取り組んでいくのか？が明確になっていくと思います。
　これからも、故郷の味を提供し続けて下さい☆

寄稿：宇佐 裕次さん（㈲キャンパス／今治支部）左から、松田泰幸さん、杉原一史さん、河上顕一さん、宇佐裕次さん
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◆ 日　時：３月 17 日（金）18：30 ～ 21：000 分
◆ 会　場：二番町ホール
◆ 参加者：13 名

伊予・松前支部３月リアル例会
伊予・松前支部のとことん例会で共に学ぶ‼

～ 同友会メンバーと経営課題を語りつくし、明日からの経営に生かす！ ～

　伊予・松前支部の３月例会は、毎年恒例の経営課題につ
いて腹を割ってとことん語りつくす「とことん例会」を開
催しました。
　まず初めに座長を担当された㈱世起 今村暢秀さんより
問題提起がありました。新型コロナ感染症の影響による需
要不足からの売り上げの減少、原油高をはじめとするコス
トプッシュインフレによる仕入れ価格の高騰や、ほぼ２倍
になっている電気料金などの現状が示され、また政治や制
度の変化による賃上げの圧力やインボイス制度への対応、
DX 化や CO₂ の削減など経営を取り巻く環境はより厳しさ
を増しているなどの問題提起がありました。
　それを受けてそれぞれの会社の課題を出し合って解決策
を一緒に考えたり、今後どのような付加価値を商品やサー
ビスに付けていくのか、さらにはその先にどのような会社
を目指していくのか、皆でとことん話し合いました。各社

ともに何かしらの強みを持っているし、その強みを生かし
てより付加価値の高い商品・サービスをお客様にお届けす
ることで、お客様より繰り返し購入していただける。さら
にはその会社のファンになってもらえる。会社の利益はそ
のようなリピーターであるファンのお客様がもたらしてく
ださるものである。などの発表がありました。
　最後の座長のまとめでは、今村さんより、労使見解をもと
に経営指針を作ることが重要であり、それをまた社員さんと
共有すること。社員さんと一緒に経営をしていくことが大切
ではないか。会社は人が育って伸びていくもの。決算書の中
に会社の業績は出てきますが、そこに載っていないものが人
材。未だに業績の厳しい企業もあると思いますが人が育って
いれば必ず会社の成長発展に繋がると思います。との力強い
まとめのメッセージをいただき終了いたしました。

寄稿：影浦 一夫さん
（㈱リーサン／伊予・松前支部）座長の今村暢秀さんより問題提起

とことん例会討論のようす

　㈱モバイルコムの竹内航一さんを訪問してきました。
　モバイルコムといえばドコモの取り扱いで、県内で大きな
シェアを誇っています。特に法人顧客数は 2000 社あり、竹

伊予・松前支部会員紹介：㈱モバイルコム 竹内 航一さん
内さんも所属する法人営業部には強みを持っておられます。
　モバイルコムさんはドコモだけに頼らないように様々
なチャレンジを行っており、現状でもモバイル事業以外に
フィットネスや衛生用品のノロックス事業などをされており
ます。加えて今後はたくさんの法人顧客を持つメリットを活
かし、よいものを顧客へ販売していったり、いろいろなソ
リューションを企業へ提案していったりすることへも注力し
ていかれるそうで、「今まではドコモと共に歩んできたが、
これからはドコモよりも先に情報をつかみ、チャレンジをし
ていかなければならない」とおっしゃっておりました。
　変化の速い業界の中でしっかりと自社の強みを活かしつ
つチャレンジしておられ、次なる展開が大変楽しみに感じ
た企業訪問でした。

寄稿：中野 恵太さん
（㈱薄墨羊羹／伊予・松前支部）左から八束和志さん、竹内さん、中野さん、今村暢秀さん
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Ｄ・オファー（求人教育委員会）
～学生さんの就職活動を応援～
　昨今、リアル開催の合同企業説明会（合説）の学生ニーズは
極端に落ちています。そこで求人教育委員会では、毎年開催
してきた合説の代わりに新企画である『D・オファー～就活ま
るごと体験フェス～』を実施することにしました。
　合説ニーズは落ちても、就職活動（就活）支援のニーズは高まっ
ています。そのニーズに応えるべく、３つのＤ＜Ｄirect（内定チャ
ンス）・Ｄiscovery（自己発見）・Ｄevelopment（自己成長）＞を提
供することを目指し、就活をマルっと体験できる場を企画しまし
た。ポイントは、説明会や模擬面接の実施を通して、直接採用に
つなげるだけでなく、人としての成長の機会にする点にあります。
　企業側が学生にフラットに寄り添うスタンスに立つことを
大切にしました。そのための事前準備として、参加企業には
学生を含めたグループ討論企画に２回参加してもらい、学生
がどんな状態で何を求めているのか等、理解を深めました。
　Ｄ・オファー当日は９社の企業参加者と27名の学生が参加し、
エントリーシート、就活相談、説明会、模擬面接の４つのコーナー
で就活支援＆交流を図りました。企業参加者のみなさんの寄り
添うスタンスのおかげで、ブース訪問総数のべ 99 名、学生満足
度 100％と、参加学生の満足度は高いものとなりました。学生
からは、「まったくその企業と関係のないことまで詳しく教えて

いただき、その企業への興味が上がった」、「地域に密着している
中小企業だからこそ、人とのつながりも強く、その地域のニーズ
に対しても対応しやすいため、地域貢献につながりやすく、やり
がいも感じられるのでは」などの感想が寄せられました。
　学生の現状を理解し、学生に寄り添うスタンスを持って関
わることが、自社や中小企業の真の魅力を伝えていく出発点
ではないでしょうか。また、そういったスタンスであれば、
学生の取り合いではなく、学生と企業のマッチングもうまく
いくと思います。“ 中小企業としての人を生かす採用 ” とい
う独自の採用モデルが実現できる可能性を感じました。

寄稿：重松 大介さん
（㈱ Future Select ／松山支部第３地区会／求人教育委員）

Ｄ・オファーのメイン会場のようす

　３月２日 ㈭～３
日㈮、長野市にて、
第 53 回中小企業
問題全国研究集会

（略称：全研）が
開催され、全体で
1,356 名が参加し
ました。テーマは

「今、この瞬間が未
来をつくる‼～地

域が変われば日本が変わる」です。
　今回は、リアル参加の分科会が 12、オンライン参加の分科
会が４つ設けられるという珍しいスタイルの集会でした。愛
媛同友会としては、２年後に松山市で全研を開催する予定な
ので、大勢で参加しようと呼びかけ、15 名が参加しました。
以下、参加者の感想です。

▪ 久しぶりに全研に参加しました。
　基調講演や分科会、広浜会長や中山幹事長の話などどれを
取っても勉強になりました。これから地域づくりの先頭に立っ
て地域を変えていけるのは、私たち中小企業家同友会しかな
い！私たちはそういう使命を担っていると強く感じます。
　第９分科会、「ユネスコ学習権宣言の今日的意義」、北海道
大学大学院　宮﨑隆志教授の分科会に参加しました。ユネス
コ学習権宣言を知り、考え勉強になりました。

第53回中小企業問題全国研究集会 in 長野
参加してきました！ 　自分の取組み、愛媛の取組み、また他社の取組み、他県の

取組みなどお互いに話をすることは、参考になることが多かっ
たです。全国の経営者が同友会理念や労使見解を軸に初めて
会った人たちがグループ討論する、同友会って素晴らしいなぁ
といつも感心します。これからも出来るだけ全国大会には参
加して学んでいきたいと思います。　

寄稿：堀内 章さん（Social・Connect ／伊予・松前支部）

▪ 「真摯に！素直に！行動していく‼」
　「！」に私の感動のすべてを表現してみました（笑）。とにか
くオンラインにおいても刺激をいただいた学びの時間でした。
　分科会では「変化の時代をチャンスに変える ! 社員自ら考え『ゼ
ロから１』を創り出す組織へ」というタイトルに惹かれ、第 13 分
科会に参加しましたが、㈱吉村の橋本久美子社長のお話にぎゅっ
と詰め込まれていたのは、「いかに多様な視点をもつか」というこ
とと「社員とのコミュニケーションの暖かさと深さ」でした。
　「社員の話の裏をキャッチする会話」とは…。それは、社員
を心からパートナーと信じ、大切に愛をもって接していなけ
れば到底難しいこと。労使見解を徹底的に実践されている強
さと暖かさを感じました。
　全国各地、かつ異業種で頑張られているみなさんとのグルー
プ討論では、普段の例会では感じ得ない緊張感があり、いつ
もの慣れ親しんだ方との討論もいいけれど、こうやって「は
じめまして」の方とお話することで、より自社の強みや課題
がみえてくるなと感じました。
　「１例会１アクション！」わたしも実践あるのみ！

寄稿：川﨑 暁子さん（㈱エルパティオ／松山支部第３地区会）

来年の全研をアピールする三重同友会のみなさん
そして、再来年は愛媛で開催です！
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新入会員のご紹介【４名】（３月理事会承認〔書面にて〕）・会員掲示板

愛媛県中小企業家同友会
「会員名簿アプリ」の機能

無料電話スケジュール
（e.doyu）

個人・グループ
チャット

名簿閲覧
検索

お済みですか!?同友会「会員名簿アプリ」のインストール
　愛媛県中小企業家同友会では、会員同士のコミュニケーションを促す
とともに会の活性化を目指し、「同友会名簿アプリ」を導入しました。
　名簿の検索・閲覧はもちろん、メッセージの送受信や無料通話、
スケジュールの確認も可能な便利なアプリです。非常に便利です。
　ぜひインストールしていただき、ご活用ください！

宮田 幸重さん（みやだ  ゆきしげ）

松山支部第２地区会
四国厨房㈱  代表取締役
厨房機器販売
〒 790-0044　愛媛県松山市余戸東１-10
ＴＥＬ：089-974-1723
ＦＡＸ：089-974-1728
紹介者：岡田印刷㈱　桑波田 健

白石 かおりさん（しらいし  かおり）

松山支部第２地区会
W.S.K 労務管理事務所  代表
社会保険労務士業
〒 799-2425　愛媛県松山市中西外 98 -１
ＴＥＬ：090-9458-7333
紹介者：日野啓介社会保険労務士事務所  日野 啓介
　　　　岡田印刷㈱　桑波田 健

小原 輝樹さん（こはら  てるき）

松山支部第３地区会
NPO 法人家族支援フォーラム  理事・マネージャー
知的に障害のある方の地域生活支援
〒 791-8012　愛媛県松山市姫原２丁目３番地 21
ＴＥＬ：089-924-8989
ＦＡＸ：089-924-8992
紹介者：NPO 法人家族支援フォーラム　米田 順哉

塩田 昌幸さん（しおた  まさゆき）

松山支部第２地区会
SHIO pro  代表
動画などの映像制作、動画マーケティング
〒 790-0934　愛媛県松山市居相３-10-11
ＴＥＬ：090-3789-9707
紹介者：㈱ BLOOM WORKS　北松 知美

※�最初のログインにＩＤとパスワードが必要です。e.doyu と同じものです。お分かりになら
ない場合は事務局までお問い合わせください。

※パソコンでの利用も可能です！　URL：https://web.doyumeibo.jp/#/
※�今後、会内の公式の連絡の遣り取りは名簿アプリに集約していきたいと考えております。

【お問合せ】愛媛同友会事務局　電話：089-948-9920　メール：info@ehime.doyu.jp
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2022年度 愛媛同友会  第11 回理事会 議事録
【日時】2023 年３月 23 日（木）18：30 ～ 20：30　　【会場】二番町ホール・Zoom
【出席】理事 24 名　委任６通　事務局２名　　【議長】三好 大助　　【議事録】竹河内 博之

開会挨拶：田中 正志
　昨夜、今治支部例会に参加しました。胸に迫るいい例会でした。
　540 名という目標は高い目標ですが、こういういい例
会を開催していれば達成可能だと思います。「あきらめず、
最後まで」やりましょう。

承認事項
（１）入退会承認
　　 �入会：１名、退会３名。会員数 390 名（期首：396 名）

… 大北 → 承認
（田中）�経営フォーラムなどのゲストをフォローし、月末ま

でに期首会員数を回復しましょう。
（２）�第 11 回経営フォーラムの総括と決算案の承認

… 松田 → 承認
　　 ３月 18 日に実行委員会を開催し、総括をしました。

（３）�第 39 回定時総会の企画に関する提案と承認
… 好永 → 継続

　　※�記念講演の代わりに、愛媛同友会 40 周年、全研 in 愛媛開催
に向けて、両代表理事と全研実行委員長の渡部さんから問題
提起をいただき、グループ討論を行なってはどうか。40 周
年へ気運を高めることと、全研について知ることが狙い。

　　※�以下のような意見が出ました。
　　・�全研を全く知らない一般会員が関われるような企画

が望ましい。
　　・�中同協の人、または長野全研の実行委員長などをお

招きして説明してもらってはどうか。
　　・�全研の記録動画を見てもらうという方法もある。
　　・�全研は通過点で、同友会の魅力を広げるという切り

口なら討論できるのでは。
　　※�本日の意見を踏まえ、総会担当責任者と渡部さんと

で再検討してもらい、理事に企画案を流し、まとめ
ていくことになりました。

（４）�愛媛同友会 2023 年度３方針の承認
… 担当副代表理 → 承認

　　※�前回からの継続。資料に沿って、企業づくり、地域
づくり、同友会づくりの方針案の報告がありました。

　　※�以下のような意見が出ました。
　　・�地域づくりの方針で、大切なことは、中小企業が元

気になって雇用を増やし、地域の若者を地域に残し
育て、地域を支えるということ。

　　・�地域の若者を地域に残すというような課題は、方針
全体の組み立てで考える必要がある。

　　・�「安定 540 名会勢」とは？ → �540 名を達成し、維持
すること。

（５）�2023 年度理事の立候補受付期間について
… 大北 → 承認

　　※�例年通り、４月・５月に 10 日間程度の受付期間を
設けて、自薦他薦を受け付けます。

報告事項
（１）第 39 回定時総会に関する報告
1�各支部・地区会・委員会の総括と方針に関する協議の現

状報告 … 担当者：別紙参照
※来月の理事会で承認。引き続き協議をお願いします。
2�議案書「情勢と経営課題」の叩き台について … 竹河内
※�ご意見等がありましたら、４月 13 日までに事務局へご

連絡ください。※来月の理事会で承認。

3�来賓について … 米田
※�愛媛県信用保証協会 上甲俊史会長（元・副知事）をお招

きします。
※これまでの来賓
　�　県知事、支部がある市町の首長、大学学長、日本政策金融公

庫支店長、愛媛信用金庫理事長、連合愛媛会長、愛媛労連議長
（２）各支部・地区会からの報告 … 議事録
（３）各委員会等からの報告 … 議事録
1�社員教育委員会：２月 24 日に開催した D オファーの報

告、合同入社式新入社員研修 … 今村
2�次世代経営者委員会：11 月 22 日㈬ 17 時から、ネスト

ホテル松山で立上げ式を開催予定 … 好永
3�政策委員会：借り換え融資の勉強会、EDOR のアンケー

ト回収、国への政策要望について … 米岡
（４）その他
1事務局の現状報告と今後について … 大北
　　①�「愛媛同友会における会員と事務局のあり方について」

を正副代表理事に提案し、意見をいただいている。
　　②�会員主体で良い例会をつくっていけるよう、「経営

体験報告例会の準備」を作成。活用していく。
（５）全国・他団体行事について … 大北
　　※簡易チラシ参照

協議事項
⃝�全研 in 長野から何を学んだ（学ぶ）か、全研 in 愛媛を

どのような全研にしていくか
※�全研 in 長野に参加した理事のうち、６名の方から、学

んだこと（経営上のこと、設営上のこと）をご報告いた
だき、意見交換しました。

※実行委員長の渡部さんから一言。
　�　前向きな楽しそうなご意見で、頼もしく感じました。

長野同友会のみなさんは一体感がありました。大切なこ
とだと思います。また二日目の全体会で、小平奈緒さん
が報告されたときは感動して一体感を感じました。愛媛
の全研でも、一体感を生み出したいと思います。

閉会挨拶：米田 順哉
　全研は、中小企業問題をあらゆる角度から学ぶ集会です。
全研がゴールではありません。40 周年の記念行事であり、
540 名という目標も、1000 名への通過点です。今日の入退
会承認で、期首マイナス６名の会員数になりました。月末
までに、なんとか期首の会員数に戻しませんか。できれば、
期首会員数を１名でも越えたい。中同協幹事長の中山さん
が言っておられたように、「楽しく、みんなで、最後まで」。
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